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植物病害発生に及ぼず環境因子の
、

影響について~

~ ~坂本~正幸

(東北犬学~農学研究所》~

植物の病害発生が環境因子によって大きな影響をうけることはあらたあ~f:

述べる必要もないが、その因果的解析とゆう点になると不明の点が多い。そ

れば－－つには病気の感染鎖のなかで、環境が直接に病原菌の活動に影響する

面の外に､寄主に及ぼす影響を通して間接に影響する面がからみあっているか

らである。 こ上で水稲の重要病害であるイモチ病とゴマハガレ病を例にとつ~

てこれら関係を考察してみたいと思う｡~
~

両者は圃場における生活史一越冬、第／次発生、伝播及び侵入の方法等に

おいて類似している。また'菌絲の成長、分生胞子の形成発芽､寄主体侵入

等における温度関係とほぼ等しい。それにも拘らず両者の発生様相は対象的

な点が多く認められる。 ともに水稲の伝病でありながら極~その発生様相はイ

モチ病は流行病型､~ ゴマハガレ病は風土病型であってその常習的発生は特殊

な土壌環境と結びついている。一般に前者は生育前期に､~後者は生育後期に

多く発生し、生育前期の高温多照は前者の発生をおさえ､~後者の発生を甚し

くする。又､:窒素過多の稲にはイモチ病が甚しく発生するが、 ~ゴマハガレ病

はかえって少い。

ゴマハガレ病は人工接種によって稲の生育の殆ど全期にわたって葉上に病

班を形成させることが可能であり諺~普通の水田でもつねに少数の病班を認め

ることができるが、 これらの病班上には分生胞子の形成が認められない｡~

これを湿窒中におくと葉組絃が枯死はじめた時に吟~そのうちの比較的大型の

病班上に胞子の形成が認められるか~この種の病班と管常発水田に特有な胞

子形成能をもつ大型病班は出穂期後に多く現われる。しかし胞子形成数はイ

モチ病に比べてきわめて少い｡、なお常発田では下葉の枯上りが甚しく、生育

前期の高温多照はこの傾向を促進するようである。

一方、 イモチ病は稲の生育が進むにつれて「止り型」となって胞子形成数

一・1－－



も減少するが、生育前期の低温寡照、或は窒素過多の稲では、いわゆる惨潤

型（激発型）の病班をつくり､~｡胞子の形成も霧しく伝染速度がきわめて大き

い6

黒泥田， （ゴマハガレ常発田）で両菌の分生胞子飛散を調べてみると、 イモ

チ病菌の胞子は7月初旬から出穂期ごろまできわめて多く見出されたが、 ゴ

マハガレ病菌のそれは全期を通じてきわめて少く、 8月末から9月初にかけ

て幾分増加の傾向が認められたにすぎない。従って下葉の枯上りが甚しい常

発田（特殊土壌田）では分生胞子形成能をもつ大型の病斑が出現するために

感染鎖が中断されないで蔓延をみるが、普通田では病斑上に胞子が殆ど形成

されないために感染鎖が中断されて蔓延しないと思われる。それ故、伝播侵

入の方法；温度要求などについて、ほ堂類似するこれらの病菌によっておこ

る病気の発生に対して気象因子の影響が異って現われるのは、感染鎖に対す

る作用が間接に寄主を通じて現われる仕方がきわめて異っていることが一つ

の大きな理由であろう。
≦

けれども、何故にゴマハガレ病が特殊土壌の水田においてのみ大型病斑を

生ずるか､~ ~また､‐それが生育前期の高温多照によって何うして促進されるか

は明かでない｡~将来の研究課題である鰯

東北地方の農業気候的区分

岩手大学農学部教授 ~
農博~

・永井政~
次

東北地方の農業は概観的には日本海側の水田単作地区と太平洋側の畑作水

田地区に分けられる。この様な区別がどうして起ったかはその歴史を見れば

大体の推移が判るであろう。太平洋側では鎌倉時代以後交通機関及び軍用と

しての乗馬の育成が盛んに行われ、 ‐この地区は当時より日本の主要産地であ

った。又古代日本に於ける水田の分布を見れば東北地方に関しては陸奥出羽

の国名が見られるが､前者では襲来する寒冷気候による凶作のため震々安全

な収穫がおかされて水田の増成拡充は余り進捗しなかった｡

ワ
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以上の様に東北地方は社会的要望と自然的起因によって概観的には上記の

様な2地区に区別され｡る様になったのであろう。併し社会的要望があったと

しても根本に於てはこれらに影響を与える自然 環境要素を無視し得なかった

ものど推定される。そこで影響を与えるべき主要環境要素中気候に関連して

影響を与えて東北地方を区分するかを確"…何がその要素であり~､~夫れが如何に
心

めんとした。
〃

気象に関しては東北地方のユ6測候所下の1 97観測所から蒐集された6

－62年観測のユ60個の資料に基ずき Thox･nthwai teの方法に｡よって
4

その農業気候学的区分を行わんと試みた。 併し~この方法を行うためには当地

方の蒸発量と湿度の資料が僅少なため区劃を充

能であった。そこで ThoI､nthwaite法の如

く方法を除いて、その後発行さｵした仙台気象台

分明瞭ならしめることが不可

く綜合された気象要素に基ず

発行「東北地方の気候」の資

料をも加えこれらの内から気温と降水量の要素 を個造に用いてこれに基ずき

検討したも
〃

尚気温問題に入るに先だち東北地方の如くそ の周辺を海洋によって囲まれ

ている地域はこの地の気候が海洋の影響をうけ ることの多い点に鑑み､この地

域の海洋、 特に影響の大きい海水温の研究を先づ第一になすのが至当 と考え

た。このためには国立海洋気象台、国及び県立 の水産試験場、大学の臨海実
I

（表面）の分布の研究によつ験場の海洋調査資料を用いた。その結果海水温

て東北地方の海洋は津軽半島突端の龍飛岬及び宮城県の金華山を夫々境界と

する5海区に区別されることが判った。尚.この 区劃の正否を確めるため次の

如き方法によってこれを追認した。即ち海藻はその生育に対し一般に海水温

に敏感であるがこの性質を利用してこ入察は特に敏感であって而も調査に便

ならしめるため大型の昆布科植物によってその生育の分布範囲を調査した結

果、上記の区分と一致することにより海水温による区分を確認した。

気温については年平均気温､~ 5 ． 6 ． 7 ．8及び_ユ月の平均気温の分布及

び大陸度と水稲及び畜産の発達との関係を検討した結果、水稲に関してば8

月の平均気温が最も重要なる影響を及ぼすこと
D

その25，50の等温線が重大なる役割を果すこ

を認め、農業区分に関しては

とを確めた。即ちこの等温線

は龍飛岬の小泊附近より十和田湖の西方を経て奥羽山脈上を南下宮城県鳴子附~

一○一
一



近より逆転して東北方に向い三陸の沿岸に沿い南下して海中に入り金華山附

近に達しも、これより更1こ石巻より上陸して仙台湾沿岸を小円状に切る。 ‘ （図

参照） この線の発見は海水温の分布の研究に於ては8月の平均水温により｛

海区の区分がなされたのに鑑み陸上に於ても亦同様8月の平均気温について

なされ、而も海区の境界点（龍飛岬）を通過する陸上気温の等温線を探究し

た結果得られたもので.ある。この線は東北地方の農業気象、特に冷害に関し

て約40年前この地の農業気候学的区分に先鞭をつけられた故遠藤吉三郎博

士を記念し遠藤線と命名した｡，

降水量については気温の場合と同様水稲及び畜産の発達と年降水量の分布、

夏季の全降水量、降水要因及び積雪期間との関係を検討した結果、水稲に関

しては年降水量ユ800 1nm分布線が重要であるが東北地方に於てはユ600

m塑線がこれに代り､～畜産に対しては海外に於て緬羊の飼育限界線として瘻
々用いられるユ~

~SOOmm線が東北地方に.も適用されることが確められた｡~

以上の事実に基ずき東北地方の農業気候区は先づ遠藤線によって区分し、

次でこの区分線の南西区を緬羊の飼育限果線によって分け全域を5地区とす

るのが基幹区分としては最も適当であるとの結論を得た｡

~この様にして理論的に区分された東北地方の農業気候学的区分が実際の状

態によく該当するか否かを更に検討するため次の如き調査によってこれを確

めた。 ~即ち(1)､-区分線の三主要個所（南北両端及び中央>に於ける区分線両

側地区の農業生態学的状態の比較、 （2） 遠藤線に対し8月平均公温度偏差線

による検討、 （3r 3農業気候区の豊饒に関し東北地方の水稲平均反当収量の
. ’

、

分布による検討。

~(こ§の研究は石川栄助氏との協同研究によりなされたものであり、その主

要部は岩手大学農学部報告ユ （ユ953）に発表されているが､~ご茎-にその~

後の研究をも加えて発表した｡‐

尚詳細はこれをとりまとめて近く学会誌〃農業気象〃に発表の予定である）

l
〆

蚕

~幻
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／岩手県に於け筍農業気象"暁の回鎮と展望

~ ~~水沢緯度観測所 ~

須 川 力

､ユ ~はしがき

岩手県に於いて稲作に及ぼす気象の影響の研究が急速に本格的な進展を見
争当ジア羊ニジア

｝せたのは昭和9年の凶作以后で有ると云っても過言ではないようである。

昭和9年の凶作の実状を目のあたり体験されて偶然にも当時盛岡測候所長で

~あった現新潟地方気象台長中田良雄氏と当所気象課長であった現緯度観測所

~
岩手県の米収量と気象との関係」と題して発表された。当時の岩手県知事I濃

政で知られた石黒英彦氏であった。当時すでに凶作、冷害対策として氏は

（

~

ユ 稲の耐冷品種の育成

尾 長期天候予知

5， 稲と気象との関係

の3点をあげて居られるが、
これは今日でもそっくり通用する冷害対策の‘

主目標である。_中田氏は気象専門家の立場から3、の稲と気象との関係の研

究をとり上げて先づ米収量の資料は岩手県統計書の水稲梗米反当収量にもと

づき芯気象資料は宮古測候所の資料をとった。気象資料を宮古から採ったの

は、米収量の統計が明治22年から採ったので、それに対応して気象資料の

あるのは宮古測候所のみであるのが主な理由である。

－－6-一・



中田氏は盛岡雷水沢、宮古に就いて気候の代表性に就いて慎重にしらべて、

気温は地域的な差異度が少ないが、 日照時数や雨量になると可成り地方性が

大きいことを見出して気温のみ宮古一ケ所で代表させ､~ 日照噸降水量、は適

宜別に代表地点を選んだ｡ ~ ~= ＝~ ~ ~ －1 ~

中田氏は~員地点間気象状態の2つの量を定義した｡ ~ ~；
‐ 、

~
r ～

即ち2地点A， Bの年々の気候値をtAtBとし､~年為の気候値の差をdで

表わすと ~
(1)

" f':
11)､

dL=tA-tB ~F

『 d塁=捌)_tf)
~ ~ （3） （3）
ds==tA-tB-

d=t:-tlノ 、

ここにdの年々の値のうちで最大値をdM最少値をdmとする。

１

１

ｍ

ｄ》
一
雄
皿

Ｍ

~

ｄ

~

~

Ｉ

’

一
一
一
一

Ｖ
、
，

、

のV， Dを夫為変異度､ ~差異度と定義した。

この2つの変異度、差異度に就いて盛岡鼬宮古、水沢の気候を比較した｡“

米収量の年々の標準収量をきめるのには、農業技術の進歩、肥料、品種改

良等による収量の漸増を考慮'しなければならない。 これには大体次の－4つの

方法が考えら~れる°

(1)~移動5ケ年平均法

（2）最少自乗法

（3） 高橋浩一郎博士の「発展現象の数式化」
~

~
（4） 段階､ ~~法~ ，

(1)の方法は後に紹介する池田博士の研究に採られたもので年だの収量の平滑

値を標準量としたもので、や壁長週期の気候変動が入り込む懸念も有るがそ
り

の代り2， 3、 4の方法の短所とも見られる系統誤差の点では比較的無難の

ようである。

、

－7－



(2)の方法は人為的な標準収量の漸増を一次的な直線関係と仮定して最小自乗

法によって数学的に処理してしまうもので印象に残るのは荒川秀俊博士（気

象庁気象研究所) ~が「日本の気候」 （昭和25年平凡社全書）の中で東北6

県の反当収量の標準値をきめた時に思い切って用いられた方法である。 この

方法はさっぱりして居るがどうも端の方に行づて可成り実状よ"りや坐かけは

なれた上昇を示しがちで系統誤差の入り込むのを免かれ得ない（5） の方法

こそ中田氏の採用された方法で、高橋浩一郎博士の「 ~展現象の数式化」 （

（科学第3巻第8号P550)によると
１１１‐ＪＬＩ１１ＩＩＩＩｌｌｌトトＰＩＰ卜Ｐ卜Ｊ０ｒＩⅡＨ卜００口ｌ－ＩＩＩＩｐＩＩⅡ‐〃■０や１１＄ｐ卜十，ｊＪ・』ＩＦ‐！■Ⅱ・ＩＬ１ｌ１ＩＩ１ⅡｐＰＤＩｂＩＩＩＩＩｏｆ１９ＩＩＴＪ－，℃
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ｄ
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Ｉ
ｉ
Ｉ
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１
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~
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＝＝α
・---ゞ－

．

y

『し~~~~~~dt

こ奥にyは標準収量tは適当な年を基準として数えた年数、 a， cは常数

上の徴分方程式をとくと

Ｏ

ｙ
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祁

判

Ｊ
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一

此
一
~
一
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卜

１

－

〔
し
一
・
１
八

~
~

~
~ｙ

となる。 こLにy~、 0， u， Aは常数、 eは自然対数の底、

この式に実際の数値を入れて中田氏は次の如き標準収量の関係式を得た。
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単位は升である。 ~ ~~~ ＝

中田氏の気象要素の単位は月平均値にとどまった代りに色々な気象要素に就

いて広汎Wこしらべた点が特色で、重要順位の順に要約すると （.. ） 7、 8月

の平均気温

-R-



2"｡0が気温に伴い増収とな_る限界でそれ以上の高温では却て減収の傾

向が見られる｡~ _これは農業気象から見て一つの大きな問題で､~後述の池田氏

の研究ではその限界温度以上では増収率が急に小さくなっては居るが減収の、

傾向は見られない。これ‘も後に触れるが最近の稲の植物生理学的研究からは~

中田氏の結論が却て首肯されて来て居る。
＝
（Ⅱ）

§月の雨量~
~

盛岡魁宮古も~水沢､~福岡､久慈､盛、遠野魁花巻の8ケ所の平均雨量を県

の代表雨量とした。雨量が多いと減収になる。
‘ ~

(m) 6月の平均気温

7、 8月の平均気温と同様、 ユ6．0附近に増収となる限界が見られる。移

、植直后の軟弱な稲は却～ユ6．C以上の高温を嫌うためと中田氏は見て居る。

（Ⅳ）
~
7月の雨量 ~

多い程減収，併しあまり少なすぎても一寸減収鷹なる傾向が見られる。

(V)

45月の最低平均気温･…･･ ･……-….…高い程増収

（Ⅵ）

9月の最高平均気温……･…･'･….｡……高い程増収

（Ⅶ）

5月の最高平均気温……･…･……….…高い程増収

（Ⅷ）
~

6月の雨量……………｡.…、.…･-…｡．…･余り少い時は却て減収

（Ⅸン

7月職 8月の日照.…..…・爵……●………適度なるが良く､~多くとも少くとも

~
良くない。

~ ~
中田氏の結論で、 7、 8月の平均気温と日照は適温適照が良くて余り高温

多照では却て減収を招くという点は注目す6べきことでv近年の植物生理の実

験結果から見ても可成り確められて来た所である。 ~このことはも~う一度後に

触れて見たい。

5 池田徹郎氏の研究
~

はしがきで述べた如く秘~~池田徹郎博士も昭和9年の凶作を契機として稲作
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の収量に及ぼす影響を研究し魁殆んど中田良雄氏と同じ時期I茸即ち昭和

ユ0年5月に､先づ第ユ論文として「水沢の気象と岩手県下並に胆沢郡下の

米作との関係」と題して「胆農」 （当時の水沢農学校校友会誌) Nq249 、

250 、 251-b252に連載発表された。

池田氏の研究の成果は米収量と半旬気温との相関々係を仔細にしらべた点に

在っても~それ迄月平均単位でしらべられて来た段階から一歩すすめて半旬平

均単位に迄微分的にしらべた結果、 ~「量から質へ」の弁証的発展を招き、稲

の気温に対する生理的な反応の年代記が可成り明確にされて来た。 これは農

業気象の一大収ｲ鬘とも云うべきで、その意味に於て池田氏の研究ははからず

ゞも重要な歴史的意義をもつものとなって来た。一般に引用されて居るものは

第2論文「岩手県に於ける稲作と気温との関係及び米収予想に就いて」 （日

本学術協会報告第ユ5巻第ユ号）で昭和ユ5年5月に発表された｡~年々の標

準収量に就いては明治55年、 58年、大正2年、昭和9年等の凶作年、昭

和8年の豊作年を除いた移動5ケ年平均収量を採った。 ~

気象要素は明治35年以来の水沢の資料にもとづいたが、水沢の7月及び8

月の平均気温と県全体又は胆沢郡の米収量との相関をしらべる.と

7月平均気温と米収量との相関+o,5ユ + o｡55 ~

、
8月の~平均気温と米収量との相関+O.,77 +O.66 となり8月の高

い相関の下に於いて胆沢郡の収量の方が相関が低い。池田氏はこのことを更

に県下各郡の収量に就いてしらべた所、 8月に就いては相関が九戸、岩手、

気仙､東磐井、盛岡市、下閉伊､上閉伊､ ~稗貫、和賀、紫波､~二戸芯西磐井

江刺、胆沢の各郡の順になって居り~､県北、沿岸地方の山間部程相関が大き

く、平野部は比較的小さいことが判った。胆沢、江刺西部が岩手県でも最も

恵まれた穀倉地帯と云われるのも収量自体の大きいことの承でなく、気温の

影響に対しても比較的安定して居ることを物語って居るものとも見られる。

扱て､~ 4月2ユ日から9月27日迄の32半旬に就いての半旬毎の気温と

米収量との相関係数のグラフはしばしば引用さ~れて有名であるからこ上には

紙面の都合上図は省略して引用されて居る関係図書か原論文を見て頂くこと

にして、次の5つの相関係数のピーク即ち山が見られるb

ユ’ 4月26日～5月 5日 苗代発芽期
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2‘ 7月25日～29日 始原体形成期

3． 8月4日～ 8日 減数分裂期

4． 8月24日～9月2日
落水期~

5． 9月ユ3日～22日 登熟期

実はこのピークの判定には筆者が池田氏の統計期間（明治35年～昭和ﾕ5

年）を更にユ0年延長して明治35年から昭和22年に至る迄の期間に就い

て再計算を行った結果得られた相関グラフも参考にしてあり、 2．と3のピー

クは池田氏のグラフでは2つの山に分れないで、丁度その中央の半旬即ち7

月3Q日～8月3日の半旬にユつピークを示して居るが、後に西ケ原の国立

農業試験場での近藤頼已氏の低温実験の結果から見るとユ7．の低温ポッ

ト試験では稔歩合が

開花前ユ2日 減数分裂期 ･0% (半旬）
8月7日～ユユ日→8月4日～8日

24日始原体形成期． 5，6％
~
~7月27日～5ユ日→7月25日→29日

~

34日 幼穂形成期 ~

7月工7日～ →~7月ユ5日～ユ~9日

開花期 74％
‐

8月ユ9日～25日

で、逆スケール即ち稔歩合のパーセン1､の谷を半旬相関の山と対応させて見

ると2と3の山は分れて存在するものエよう･である。
＝ ~

（近藤頼已氏、 「自然」昭和月2年8月号）

開花期はあたかも半旬相関の谷、 8月ユ9日～23日に当って居る。
~

池田氏のマクロな自然環境に於ける稲の気温相関グラフが低温裁培実験に依

って可成り再現して対応づけられたことは興味あることである。

先づ5月ユ日前後の第ユの山は最初池田博士自身意外とされた程であるが

学術協会報告での正式論文では慎重を期して余り言及されてないが第ユ論文

では「5月ユ日の前後ユo日間は稲苗の幼年期であって､~阿部先生によれば

此のユo日間の天候で苗の良否が米作に重要な影響を及ぼして居るそうであ

る。」とのべ､ ~戦後の蔵重一彦氏及びその他の研究者によって他の県及び豊
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凶考照試のグラフにもこの苗代発芽期の山が確認されるに及び、~ この半旬頃

平均半旬気温が発芽の限界温度に近く、年々の気温の変動によって発芽が鋭

敏に左右されるのではないかと見られるにいたった｡‐ 、

昔から「苗代半作」といわれて来たことわざを裏書きして居る。

当所の高橋久太郎技官はかつ~て桑の第ユ開葉日と馬鈴薯の反当収量の間に ~

-0.W2 5の高い相関関係を見出したが蔵 ~この事実も5月中旬、馬鈴薯の発芽

期の気象の総合表現としての桑の第ユ開葉日の早晩が密接に馬鈴薯の収量に ~

影響することを物語って居る｡~

5月ユ日前後の上述の山以後、相関は正、負に亘って振動するが、その値

は少さく、信頼性に乏しく7月中旬の幼穂形成期までは殆ど天候には無関係

と云ってよい｡池田氏はむしろこのことを確めたとした。所がその後これも~

後に述べるが豊凶考照試験の資料からは6月上旬と中旬に大きな相関の山が

現われて居り､挿狭期と発根活着期．と分けつ期に可成り密接な相関が有るこ

とが判って来た。

山形県で海岸地方と沿岸地方に分けて調査した例でも池田氏と同じく6月

には殆ど有意な相関が出なかったそうで、豊凶毒照試験にのみ現われる相関

か否か､~今後検討を要すべき問題であろう。

開花期に相関が急に小さくなって居るのはユ個の花が開花して受粉を終る ‘
＞のは割合に短時間~

（1個の花が開花受粉を終るのに約50分噸開花時間は

ユ5～25時間）であるから開花時には長時間の高温必しも必要としないた

めによるものと池田氏は見て居る6

第4の落水期即ち糊熟期の極大は米粒の体積の増加は開花直後から始まって

約ユ5日間で完了しその間最も増加の盛んな時期は開花後6， 7日位でもこ

の時期に気温相関の山~が当って居る。 ‘ ‐

最後の第5の山は完熟期でこの山の説明は末だ充分なされて居ない。昭和

28年の8月中旬より低温の悪条件の天候下、 この第5の山の時期に好天候

にめぐまれたため増収になったという話を直接筆者は篤農家から御聞きした

が､~完熟期の気温相関の山についての説明を知りたく思って居る一説にはこ

の時期が二百二十日に当り、台風、暴風雨によ．つて稲の倒伏、冠水等の被害

が有って間接に気温との相関に山が現われるということもあるが一寸無理な
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説明のようである。籾て、池田氏の研究の後半の特長は、半旬気温相関も徳

用して米収予想を行ったことに在る｡~

半旬気温の相関係数に夫禽重み（ウエイト）をつけて､或る年の半旬気温の偏

差に各々重詮をつけて所讃重旧平均（ウエイテツド・ ミーン）を稲作栽培期間

通じて計算する。即ち式で表わせば

~

J'pi ..'ti

(4ti :i番目の気温偏差 pr :

その重み） ＝~

.T =
~

2pi

この△Tを池田博士は或る年の稲作の「実効気温偏差」と定義した｡ ： ~

この実効気温偏差を年盈グラフに画くとユ922年（大正ユユ年）を頂点と

した大きな山を示し~ (+O.08を超える）最近ではユ948年頃再び山を示
し､~一方谷としては-

1921～ユ935年と30年経てて居瓜ほぼ30年周期が

認められた。

池田氏自身も論文中には未だ当時年数が30年一寸こえたばかりで、明記

はされなかったが､ -その後年数がたつにつれ「30年周期」の存在を主張さ

寂居た｡この周期は福田喜代志氏の東北地方夏季気温､,三陸沿岸水温の｢30

年周期」に符合するもので、実効気温も重誤が7， _･8月に集中して居るので ~

7， 8月夏季気温とも見られ、又小笠原和夫博士（山形県庁専問委員）によ

るブリツクナ~－の世界気候周期そのものと思われる。石川栄助氏（岩手大学）

の大凶作から見出された29， 4年もこのブリツ．クナー周期ではないかと思

れる。実効気温偏差と米収偏差をグラフの横軸､~縦軸にプロットして見ると

米収と実効気温の直線関係の勾配即ち米収の温度係数が実効気温偏差の正域

と負域とで異った値を示し、 Kでこの温度係数を表わすと

/{K=+o｡02｡畠。 して勾配=ﾕ．16'
K=+O_4036 4T<O ~ ~ ~ =2200

となる。 これは注目すべき事実で前述の中田良雄氏の22℃の限界温度をこ

える高温では却て減収を招くということ奥対決する問題である。最近「作物

の生理生態」 ：(朝倉書店刊行)』こよれば水稲の光合成作用で晴天日の全日射
~
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量の40～50%で光合成は飽和に達し、晴れて居れば気温はそれ程高温を

必要としないし、曇天の日は午前9h位の気温で充分で､、気温と日射は相補

性をもち､~それ以上は却て同化作用を阻害することが判って来た。
‐
4蔵重一彦氏の研究

昭和22年に着任された盛岡測候所長蔵重一彦氏は、八柳三郎氏（農林省

農事試験場盛岡試験地主任） と緊密なディスカッションを重ね乍ら先づ池田

氏の有名な相関特性曲線を平滑しないであるがま坐に眺め軽他県例えば秋田

（大曲） 、~埼玉（熊谷） 、宮城（仙台)‘の各県の特性曲線を計算から導いて

見ると、相関のピーク即ち~山や谷はよくすべて対応し、南に行く程約2週間

前後最初の山の現われ方が早まって居る6あたかも7月ユ5日～ユ9日の幼

穂分化期に就いては、 2漆の等温線の進み方に略兵平行して居る。

このことは桜の開化期と1o・の等温線の進行との関係によく似て居る。相

関係数の大きい区間（7月5日～9日即ちNO.16半旬～9月8日～ユ2日即

ちNO.29半旬）はユ5半旬即ち6 ,5日間でこの稲の生活区間は南も北もほ堂

一定していち6

最初の山の現われ方は等温線の進み､方に依存し、外界の気温に励起されるが

その後の65日間は南でも北でも一定で稲自体の生理に内存する。

次に明治から犬正にかけて相関中心一(又は重心）は8月に歩があり7月よ

り8月の方が気温相関大きい。 これを明治凶作群とした。

昭和に入ってからは相関重心が7月に移り､－ 7月の方がむしろ8月より気温

相関大きい。 これを昭和凶作群とした。
~

気候的には明治凶作群は8月低温、昭和凶作群は7月低温が夫々特長づけら

れる。その意味から云って池田氏の相関特性曲線も多少統計区間の採りよう

で変形は予想される。

池田曲線では7月ユ5日～ユ~9日の幼穂分化期には相関が急に大きくなっ

たが山をなすには至らな．かつた｡~ ~しかし､~ 7月低温の期間であればむしろこ

の時期に強く山が現われる。従つ冤池田曲線は稲自体の生理反応の特性と、

外界からの気温因子の現われ方の両方に依存することが概念として蔵重氏に

依って始めて把握された。

岩手県農試内岩手統計調査事務所試験地の小松昭三氏の共同研究によって
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早､~晩生の品種別に豊凶考照試験の結果から早生延中生、晩生の順に挿秋期

の気温相関の山が大ぎく現われ下旬分蕊の始めにも再び山が見られる。 ~
r 、

この移植後、及び分蕊期の山は末だ説明がついて居ない｡､蔵重氏は更に幼穂

形成期、減数分裂期の両時期の5日間中に、稲の臨界温度ユ7。以下に気温

が下がった場合に前考の方は明瞭に最低気温が2~0．以下になると急激に収

量が減少し、後考の場合には一義的な結果から見られないことを研究した。

これは新潟大学の木戸教授の説では幼穂形成期は各固体で殆んど同時に起こ

るが減数分裂期の方はバラバラに起こるためであろう~と云うことである。

蔵重一彦氏の研究は、農業普及（岩手県農業改良普及会）第2巻第4号（昭

和25年4月）に「気象上より見た今年の稲作の収穫予想」及び「岩手県の

稲作と気象」 （天気vol_ ユ~ ･N&7 J｡954) と題して発表されている。 ~

5 む す
び~

昭和9年の凶作を契機として池田博士の半旬相関特性曲線が農業気象の発

展の一つのエポックを作り、戦後蔵重一彦氏によって特性が稲自体の生理と

外界の気温因子の合成に依存することが明かにされ池田氏の研究が拡張、発

展された。

この池田→蔵重ラ"インこそは科学としての農業気象の本道であろう。残され

た問題は

(ｲ) ~固定した半旬毎に相関をとり年盈の稲の生長季節の進み､おくれをどう

う考えるか？

（可移植直後活着期の相関が果してないか2

⑤落水期に相関の山が出て､‘開花期に相関が谷になるのは何故か？ ‐ ~

（ﾆﾀ 成（完）熟期の相関の山の大きさは気温の高低に無関係のようで､~稲

一 自体の生理と見ｵfぱ~息~どうして山になるか、換言すれば9月中、下旬の

の天候が未だ収量にびび~:くか？

~等で､ 今後は、 ~日射、 日照と気温の相補性及び植物生理的な観察から研究を

進める必要があり'はしないであろうか｡・

日照関係が見かけ上小さい真の原因を探究すべきである。

岩手県に於ける稲作と気象の研究が全国的なスケールで農業気象のオーソド

ックスな大道を歩んで来たことを想えば感概無量である〃
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第ユ冊（昭ユo) ~ ~
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ユo)
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蔵重一一~彦：岩手県の稲作と気象、天気、 vol,~孔 Na7 (昭

9）

近藤頼、巳： 「自然」 （昭2員年、 8月号）

小野寺正助､《小松、昭三：岩手県に於ける水稲豊区考照試

験の考察、農林省岩手統計調査事務所

工藤敏雄:岩手県の米収量と気象､プリント （盛岡測候所）
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宮城県冷水地帯における水温

と水稲の生育について

2

昭和30年度"宮城村の場合~---－二一－
・ ／

~

今

~

宮~ ~城農試 ~

宮本硬一千~葉文一
一 口~‐ i

,

~~

小地域における潟水温の分布を芯水系の水源別に調べ。 ~更に夫々の肘水が水

田に入ってか,らざの様な水稲の生育環境を形成して水稲の生育収量に影響する

か、等を明らかに．して冷水地帯における合理的な水田の水管理の仕方を確立し
言

’

ﾌこい定思って行つ-たものである。調査対象は宮城県の中央山間部広瀬川の支流

である大倉川に沿う'ﾅこ南北約10K"､標高200～400"z-の冷水地帯で-. 7

月1ユ，ユ2日､． 8月4 ， ．5、 9月2弘日及び11月9~、10日に用水路7本

ご・ :そ腕に連なる水田群7．抜所について水温､!､畦間温度、水稲の生育収量等を

調べだ｡水温ば一部を除いて最高最低を志ざえﾅﾆ。又河川から水を導き､ている
用水路についてば､ゞ水温の日変化、その他の観測を行った．更に冷水被害の最~

もひどい水田において、~水の班入口に近い冷水の部分と、水温が上昇しﾌﾆ温水~

部分である水尻のところで夫々畦間温度を観測しﾌこ．その結果ば概要次の様に

なる~･
~

hｰ
. ．

， ／

1． 用水路の水温朧水源の種類によって大きく毒右されている。即ち7月の

観測で罐6貯水池から引いている用水温の最高は27．7℃で他の用水の何

れよりも高い｡､ :河川から導い~Eいる用水の温度ば24℃でそれに次ぎ、沢

“水を集めて流れている‘｡ ~用水は15～20℃どなって最も低く、~水源毎に

はっきり三つの段階に分れている。唯8月4日の観測では川下の方にある
、沢水の水温が20～23℃位まで上昇して河川のそれと大体同じ位に踵つ亨

でいたので7月の場合と若干途づているが、これは.7月の極端な寡雨が原

因でその沢水の水量が非常に少く廷つﾅﾆ為と.思われる。 ／

25 用水路における水温上昇の径度Iま沢水におい迄最も大き’く、 2～6℃の

／

、-17-
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聖凹

藷 8月4 ， 5E

の収支を

も一 J 1頁吟 ？

妙茄

誹り

二
姪

〃

3 しﾌこ連続掛流しのものに

ついて観測しﾌこ･

J ■

J℃ｰ 『凸喀J－O

8月4日‘

~~~

帛冬や

引上2日｡

『両．一手 竜.1－ア ‐＄‐ず

畦間温度はうk温ごうk稲

－18－



けでば逆に10c"zの気温ば最も低くなる傾向がみられ了こ｡これ峡水口に

おける華葉の繁茂が水尻の様に密で嫌ない為に日中日射が水面までよく

到達するからで、畦間気温に対して､_オーの受熱放熱面である水面の熱

活動が華葉の熱活動よりも大きいここを示しているご思わ“る。~ ‐ ’

他方水尻の方では水温が水口より高い許りでなく水稲の蓮葉繁茂が水

口･よりずつど大き､いので才二の受熱送熱面である華葉の熱活動も若干見

られるようでめるb即ち日中5蓮葉の最繁茂部に温度の最高がみられﾌﾆ

こごぱその事を示しﾌこものど解さ鯉る．尚下層の気温が16h頃から夜

一間にがけて'はっきりし7こ受熱型を示してい′7こが､~ これば水面の熱活動が

残っていることを意味しも卦'一ピオニの受熱放熱面の強さがいりまじっ

ている様に思われる。尚水温が近接の気温に対してば案外影響を与える

こさが少憩かつ仁わけであるが、 これが詳細な検討ば今後にまちたい。

を:もかく水稲をかこむ温度環境ば日中、水腫に接近しﾌこどころを除い

て何れも水口ぱ水尻に対して非常に低いこざば言うまでもないも
~

5． 水稲の生育収量に対する水温の影響を詳しく解明するここぱこの調査

の性質上至難であるが､水温のインデケータとし-亡生育や収量をさらえ

て.いくこをは可能であろうご思って水田水温の場合を|司様s調査水田を

④，③の二つに分けて整理しﾌこ。 7月の調査では草丈、菫数共に1枚目

水口か､ら遠くなるにしたがって生育はよくなっているが、 その旗向は水

。温の上昇度とよく対応し職3枚目までぱ水温の影響があつ了二様に思わ伽

、る｡~:又用水温の高い④の草丈が③のそれより大きくなつ-ている｡。8月4

日の場合も7月の時と大体同じ傾向を示していて、草丈は3枚目水尻で

‐ も窟ふえている。 ~ ~ 、
I

、

~ 但し華数は2枚目が頂点になって3枚目水尻では水温の影響拭殆んざ

消え診乙いる鰯f－~ 、 ~

~ 、 、収量ぱ稔実粒数､~~ ･不稔歩合、穂数瞳籾千粒重等､~収量構成要素の各々

について行つﾌごが､~それらも生育の場合ざ同様、1~枚目水口雄ら離れる

につれて増えているが －－不稔歩合ば逆に減少している－－－、そ~

の樫度ば1枚目水尻でば非常に大きいけれども2枚目以降では殆んざふ

え-ごいない6即ち事収量に関しては水温の影響範囲は比較的小さく、低

一19－



水温の影響は2枚目になると殆んざなくなってしまう様で、・4枚目水尻~

でも尚低水温の影響が見られた昭和29年度七ヶ宿村の場合直ぱ相当違
っているこ芒は注意を要することである｡≦

~以 上

溶存酸素の消耗について（予報)《

3

III形大学農学部

羽根田栄四郎

~

， , ［ ゞ ~(1) ~~緒~ 言

=瀧概水唯作物の環境的並びに生理的に大きな意義があり、特に水田気象ば
ず.

‐
．_ ､ _水温によって特徴づけられるものである。~L′ ． ~

： 〃

素になる事を指摘して居るが、筆者ば現在‘｢水田気象の差異が水稲の炭水化

物の集積に及ぼす影響について』剛究を進めており、それに関連し-直夜間水
温の差異と水稲の蒸散量及び根の呼吸量の関係について画苗を用いて調査し

ﾌこので、此処に報告し、諸賢の御教示を仰ぐ次矛である。
~

~抑々蒸溌ぱ生理的には葉温の調節や根からの養分、水分の吸収汲び物質の

転流等に関係があり、 ~その作用~ば気象条件、気孔の開閉、導管ど細胞膜との

導水抵抗、根の吸水力も更に土壌の導水能等さ関係をごりながら行蹴れる調
節能力をもつ7こ生理作用であるざ言われ｡るL2)

従来蒸散作用について砿多くの研辮&り､水中溶存酸素の消耗によ’根
．～ （7）

‐

の呼吸を調査したものに､｡佐藤や)藤井(6)佐藤〔鍵)等諸氏の研究がある。

〔Ⅱ） 実一験；方法・ ‐

供試品種ば農林46号、農林41号詳ささしぐれ、 ぎんまさり、の4品種

－20－



｜

であり、4月25日砂耕ざして育苗し、 5月25日根を切断して春日井氏水

耕液に移し睦新根を出させて6月15日実験に供しﾌﾆ。

300ccの三角フラユコに水道水を注入し曾各品種3本宛を根部を水中に

入れも水面上0．5”の厚さに流動パラフィンを流し込み、綿で苗を固定しﾌこ･

又農林46号、農林41号では根を1α"残して切つﾌこ区をも設け了こ･

斯る操作をしたものを当日1~8嶬に室内の30℃、 25℃、 20℃、の'1頁温

水槽及び1’5℃区の水道水掛流し水槽に夫々4個宛を搬入し、翌朝6時に処

理を終りI亘ちに定量した。

蒸散量ば重量法により､溶存酸素肱Winkle蝋により測定し､処理前後
の夫々の差をもつ-ご該当値ざした。

〔Ⅲ） 奏験結果

(1) 気象条件

実験室内の当夜の気象条件ば矛1表の如くであった。室内の事ぜて蒸散に

対する風の影挑無視し得た。
′才1表室内の地上気象及び各区の水温変化： ~

②蒸散量について

矛2表の如く夜間蒸散量ば、農林41号、 ささしぐれは共に25℃区で、農

林46号朧前者より低温の20℃区において夫々最大を示し、それよりも高

温又ぱ低温でば減少しﾌこ･この様な変化曲線朧ClementS等の実験結果ざ|司

傾向であり、夜間の蒸散量も水温によって影響さ腕るこさが認められﾌﾆ。 ，

又品種間差異ば高温では少な~く、 20℃､ 15℃の低温区程顕著に現われ

－21－
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農赫46号＞農林41号＞ささしぐれ＞ぎんまさりの順ご芯つた。従って、
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〔Ⅳ） 考 一 、察

以上の実験によって根の周囲の温度が根の呼吸だけでなく蒸散作用にも影
響することが認められたが、 これについて若干の考察を加える。

蒸散量は気孔の開閉と密接に関係するが、夜間唯体内含水量が多くなる

ので“一般に閉孔し､表皮蒸散が主どして行ばれ魂)又HendersOnによ
”卿乎吸作用砿吸水直密接に関係する虐言わ艇､ 18川晶吸水量這温度感
比例し直線的に増加するこざを述べて居るが薗;本実験より地上部が高温で

も地下部が低温な時にぱ根の呼吸作燭が減退して、吸水ニネルギーが低下

するﾌこめに吸水量が減少し、蒸散量も少くなるものど考えられる。

又地下部が高温の場合Ix根の呼吸作用が旺盛となるにもかかわらず、蒸
散量が減少するのば表皮細胞及び葉肉細胞の謬透的、膠質的変化によって
煮

かえって水の透過性が減少するナこめでばなかろうか。

鍛 尚葉菫からの根えの酸素の供給の鏡像ついて味調査し得薩かつたが、
今後更に之等の点も含め研究を進める予定である《，

本研究ば文部省科学"I究助成金の一部によつﾌこものである。
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一
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′ 。 ~ ~

農及園 7巻乱号~ る実験、
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聖晩霜時における温度分布の予報(第2報）
、〆

福島測候所防霜予報ク，ルーフ池田正治外

〔本要報執筆者=梅田三郎）

~

§1． 誤~ え ~が き
、 ~

~防霜対策実施に当り気象官署の担当すべき主要'なる部門ば気温分布の予報

である。昭和27年以来福島県が主体となって実施して来ﾅﾆ防霜対策の重点

域防霜手段の改善ご気温分布の予報であり、昭和30年度以降当所の関係し

てきｱこ部門ば後者を主眼としﾅﾆ観測調査であるJ1) この報告ば本年度実施し

た観測資料を加えて更に検討を続行している調査の一部である。資料域福島

－24－
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県が主体ざなって行っている防霜観測資料及び県内各測候所各区内観溌所の昭

和28年より昭和31年までの晩霜期の観測資料である。、~
矛

§2． 調査の経過と問題点
、

防霜対策においで要求さ鮠る予報砿他の種々の災害防除対策におけるご同様

に、災害発生直前の予搬のみならず、かなりの時間的余裕を持ったものも必要

である。従って所謂季節予報的なものから天気予報的なものまでの各段階の予

報が要求される。従来調査し~亡来ﾌﾆものは天気予報的な段階におけるものが主

体をなしており、現在までになされﾌこ調査及び今後調査を続行すべきものを上
の段階に応じて示せば次表の通りとなる。 ~

~

ゆ四一------- -. ---__ ② ●． 一一一一一-一一一-一一-----=一一一一一一一一一一二

予報段階ご調査項目（鰺印調査中のもの）

調査完了項目 調査中又ば問題としている項目

~
⑬予想される平均気温より抵橦の予

想
Q

○北緯50闇の70Cmb面のContmuitychart

O仙台{こお･ける気温垂直分布のisopleth

o地上天気図製ざ降霜の有無及び程度~

~⑨地上天気図型による地域差の検討

○上層天気図塑筐~降霜の有無及び程度 ~

鰯上層天気図型による地域差の検討

○福島におけるPredictorざ降霜 ：

~ ~{前日~最高気温前日夕刻露点
．

当夜の雲量、風速

~ 霧晩霜時の霧の予報

予報段階

'EfX(長期予報）

0

才2〔週間予報）

才3〔天気予報）

才4（県単位気温

~ ~分布予報）
~○基準点報による分布予報

Ｆ
へ
〉

ハ

グ

グ

一

一

~



基準点の温度予報
P

○福島以外の基準点について

の予報検討

~
基準点に対する最低可

~~ 気温出現相関図 ｜

~:基準点温度の地域配≦｜
~
′分図

’
:

○面積温度法による分布
予報 ~

○観測値の吟味瞳‘誤測の判定

肖

？{震麓:慈蝿分犀鶚顛墓麗露横討
分布予報

、才5〔細域気温）○基準点の温度予報 －1○基準点の決定 ~ ~
‐ ､ ・ ・

〒| jo資料の集積を待って再検討
○基準点温度の地域配分図_| 鍵細域気温分布

、 ~~

〆

■

一
○

、
、
令

一

一
一一一

一

一一
、

~
即ち問題とじて解決を要するものはかなり多いが、本年度において採り上げ

て調査を進めているものぱ次のごおりである。 ～: ~

：
~ ~ [a､)-平均気温より気温低極を予想するための調査(2) ~ ，

~ (b)晩霜時における霧の予報"

L (c)天気図型による地域差の検討 ~~

~ ~ (d)面積温度の性質の験討 ~

(e)細域気温分布調査 F 〃 鍵

今回報告するものば(c､)、 (d)､te)の3項目である‘， ~
§3． ~天気図型による地域差の検討 、

降霜時における天気図型ば前報に記載の通り高気圧の中心位置の方向によつ
てw型、E型、O型、N型、s型、D型に分類され､~

このうち霜害を頻繁に起

すものばW型､O型､E型である‘』~このまうな型にば或特定の天気分布がある
“うきであり、この際の気温分布に鼠一定の型淡ある筈である｡”

気温降下の起る疫間の天気分布を知り得る資科ば現在の処皆無に近い。
、

天気分布を降霜日の9時の区内観測所の資料によって見るにW型及びE型気圧
一

一一クメ一・
－． k 〃ノ
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2 図 ､

降霜日の最低気温分布
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(a)W型気圧配置
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氷点下の地域が何処に起るかば§3.のように天気図型による地域差の検討を

加えるざ略々見当づけられるよう;である。

§5． 降霜時における細域の最低気温分布

一 前報告におい莚ば資料の関係で福島盆地だけについて細域の最低気温出現の

相関を求めて置いたが今回ば県内主要農耕地における2ケ年間の資料を得ﾌﾆの.
‐

で各地域毎に降霜時の最低気温出現の相関を求めﾌこ°この場合基準点ざしてば、

,一応通報の便を考えて適当7産地点を選び地域内の全観測点どの相関を求め基準
点に所属する範囲を決定しﾅﾆ｡従って基準点一つで表せる地域もあるが二つ以、

、
．、

／
i 雪

『－30－
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一『一

上を要するよう唾地域もある。又ざの基準点どの相関も思わしくない地点も見

られる。こ伽らは特異地点をして局地性の大きい所と思われるが､_観測点の位

置、観測法誤測等の関係もある模様で更に検討を要するものど思われる。 ；

観測点の所属する基準点に対する温度差出現頻度も求めﾌﾆが未だ資料不足の

減があり詳細な検討ば今後の観測調査を待って行いﾌこい〔，

§､＆
むす．

ぴ

この報告域温度分布予報に関する調査の才2報である力 芸未だ資料不足のﾌこめ

充分な調査を行い得なかった。取扱つﾌこ問題ば天気図型による地域差§面積温

度の性質の検討、降霜時における細域の最低気温の分布であり、温度分布の予

予報に幾分なりとも役立ち得れば幸いである。この報告どぱ別に防霜対策に必

要な予報調査ごして平均気温より気温低極を予想するための調査及び晩霜時に
．

ミおける霜の予報に関する調査が進められている。これらの一塁連の調査によづて皇

防霜のﾌこめの予報の向上を期している。

参考文献

（1）福島測候所：果樹園地帯における夜間温度の観測･･････…産気調報19、 ~

､ 1>--'2,1955～6

佐藤義正 ~ ~
：－晩霜時における温度分在予報〔序報）…-…．.産気調報20§

池田正治 ＝
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1，19旬6

(2)
~山下洋の指導により寺島徳合が調査に当って~ ~いる。 ~

（3） 佐蔭義正
： 晩霜時における霧の予報 ……･･･昭和31年10

~ 吉田英夫~~ ~ ‘ ~

月福島も山形地区気象

~ ・ ゞ研究会で発表 ~
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農業と 気象……山形県稽収量の推移….－

－－－反当坂量の歴史的趨勢－－－

山形県専門委員小笠原和夫

5

~ 抄 録 ~

工・ 北海道が歴史的凶作を記録しﾌこ昭和31年は諺東北地方も暑熱期間が短く
一般に低温多雨寡照に経過した。然るに、と ~

2・
東北地方ば天候桂遁動､尋する収量豫想を裏切り、昭和30年に次ぐ矛2の

豊鯨を駁めた《’

3・ 北海道の凶作ご東北地方の豊作の対照ぱ、 ここに改めて収量ご天候との相
関につﾙ､ての反省に機会を与える‘'

4． 明治12～昭和31年、 78ケ年間の山形県反当収量の趨塗を解析するど

反当.奴量ば連続的上昇をたどらずに、幾回かに亘る革命的跳躍〔灌段式〕を
く
りかえしているのが認められる。この躍進の動機ば農業政策、土地制度、

農業土木、品種改良、肥料農薬、肥培管理の普及向上などが大きな役割を演
じている。敗戦後になされた一切の増産対策ぱ､_昭和2，8雫頃から近代にお
ける東北稲作に大き噂革命ご飛躍を与えた。

5．
低温多雨寡照唯不作また域凶作の原因ごなるが､品種改良､~肥料農薬壱肥

培管理の一切ば次才に不便莚天候を克服しつつある‘』他方、高温募爾多照黙
一般に豊作の徴Eされているが、これが一夏中長期にわたって持続す“ぱ嘩
戚湿性の強い東北水稲の場合に域出穂が促進き“。 〃参つ秋落莞象を起し易､、

ために案外豊作どぱならず､現在でもこの解決ば完全に砿ついてい軽い。 こ
匁一 ~ せ＝ゆき一山－ﾏ ■ d 一

ML#ｴ尚握多照寡雨の持続しﾅこ年次における収量傾向を見ても判る。冷夏にし

ても熱夏にしても、登熱に関する水稻宝理の研究が希望さ鼬る･

6．水穂の生涯にごって致命的なのば幼穂形成期の僅々1ケ月足らずの短期間
だけである。それ故、栄養成長が遅延しても必らずしも不作とぱならない。

生殖成長期間の天候に恵裳れる廷らぱ贈十分に豊作をかち得る望もある。
従って、

7．．収量ご気象どの相関関係に関する従来の算定結果ば再検討を要する。その

一ズワー
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1． 早生種の不稔現象ざ本年7月、 8月の気象について
~
仙台管区気象台内海徳太郎

緒 ~言 31年7月の低温により宮城県でば保温折衷苗代によって早期

~出穂し7こ藤鈑5号等の極早生種が低温障害を受けあ､んどん穂ど称する不稔
穂が発生し~ﾌﾆ、 これは7月27日か~ら8月2日頃までに出穂開花しﾌこもの

で被害厳県下全般に及んでいる｡昭和3,年9月6日附の統計調査事務所
の報告によるご50％以上の被害ぱ比較的寡<概ね10～30％程度であ

る、一方県農業改良特産課の調査では此時期に出穂しﾌこものば耕種法、品

種等に関係なく保温折衷苗代等に生育を促進しﾌﾆものが被害を受けて居り
． ‐: :

地域的には山間高冷地帯や海風を受ける海岸地帯、追彼川筋等の被害が著

しいb此様な穂朶期の低温に依る障害蛙寺尾博士や近藤頼已髄大谷義雄氏

等が実験によって確かめているが実験産自然環境ごは可尊り相違がある。
~
筆者は前に宮城県農業気象対策連絡会誌上で古川試験場に於ける豊凶考ゞ学〆零-… ．

‐ ‐
.．

；-
~照試験田の反当収量〔貰）ご同所観測の旬気温、旬日照どの相関係数を求
めた、 これによど単なる気温どの相関でぱ穂朶期ご乳熟期に山が出、乳熟

~ ~
‘期より箇穂朶期の方海より密接葱関係があるぜ_即ち此蝋に高温なれば増収

~
低温なれば減収どなる。気温ご日照とば米作収量を支配する因子であるが

7月臆気温が高G､窟きば日射が多く殆んざ正比例的関係にあ患、然し気温
黄

一 一 ． ’

のみの影響、 日照のみの影響を見るため米収量どの偏相関係数を求めて見

るご早稲種で職気温どの関係ぱ殆んごなく穂朶期.及び乳熟期の日照に強
く影響される、_一万中稲ぱ気温ご日照、晩稲は気温が支配的因子となる、
而も穂朶期さいうよりは梅雨明け頃の気温ご日照が最＆大切である。

31隼ばオエ図に示す通り6月下旬より低温亡ぱり7月下旬初め梅雨があ‘！ 了 ~

がるご同時に高温ごなったが低温期間中は連日降水があり殆んざ日照がな
かつｱこ、 筆者ば宮城県における今回の不稔現象は低温よりも日照不足に
起因せる事、又7月中旬頃ば宮城県に於てぱ例年気温変動が烈しい故此
期間をさけ出穂期を8月中旬頃におくこざが安全であるこざを述べようご
思う。

今仙台の資料により幼穂始原体発育初期ご生殖細胞減数分裂期に相当す
も

易
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ろ日ざ考えられる7月3，－4S5d 6日及び7月16，， 1．7， 18， 19日． .
: ，

日の気象を考えよう。是等の貝は何れも雲量10~で雨が降って居り日照皆
無である、殊に生殖細胞減数分裂期にぱ連日相当程度の雨渋降っている。
又気温ぱ1Z｡6以下に下ったが明方少時間下り日中は昇温している。

矛1表に此状況を示す。 ~ 、 ~
巳 ､ 身

1 －

、 オ1表 ~
~穂朶期に於ける気温降下時数

一
二

’

1

1

i

日 時 気温1'7℃以下に下っﾌﾆ~
時間〔､17℃も含む）

最低気温

7月 －3日

〃 ~ 4〃

〃 5〃

〃． ．
6日

7,月16〃

5.5時間
〃

6
‘

〃 ~

2 〃

4．5〃

2 〃
≦ ､ ，

6 〃

7 ‐〃

15．8°C

1 ~5.4

16．5

1~6．8

､1!7.0-

1‘6.4

15．8

16.~6 ~

~

〃 17_〃

〃 18〃

〃 ‐19〃 6 〃

観測値ば仙台管区気象台構内露場内のものであるが天気が悪く雨が降って
いるので附近のたんぽの水稲附近とあまり違い味ないものど思はれる。従つ

弦、17°C以下に下ってはいるが継続時間が多くて7時間であり残りの

17時間ば17,.｡C以上ごいう事になる、大谷氏等ば夜間15℃16時間、
昼間戸外8時間という処理をしたがこれよりも宮城県で起った場合獄衝軽

いこざになる、勿論此程度の条件下で乃輔念粒の歩合がどの程度か判定出来

ないが大谷氏等の実験でも明かな様に此程度の低温でば品種間の差別は発

生し得ない｡-宮城県で不稔現象の著しかった地域ば山間高冷地帯や海風を

受ける海岸地帯、追波川筋であり是等の地袴ぱ霧を伴った雨が降り日照皆

無の機会が極めて多い｡筆者ば今統計的調査ご今回の気象沃況より判断し

て日照の影響が気温の影響より比重が多@管を述べﾅﾆが筒此点について農
業専間家の実験をお願いし,たぃ。

－35－．



塊

吹に出穂期の問題であるが矛2図に示す通り宮城県や北上山脈東方の宮

古等ば7月中旬に変動が大きい。 ~

旬標準偏差変動係数は －×1000を計算しﾌこものであり宮城’ ~ ‐ ~ ~ ~ 旬平均気温 ： /‘

県でば7月中旬の気温は年々変動が著しい。 此様な時期を穂朶期の中

心からずらす事が必要であり8月中旬頃に出穂期をもってくる事が麦全

稲作の要且充分必要条件ご噂ろう。
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才‘1回仙台に於ける毎時の女樋、 日照時数、降水量

‘＃

蓼
90↓2（

勿
80卜18F

f

－

四

ｍ

‐

Ｉ

日

照

降

水

量



した障害型低温障害
÷

農林省宮城統計調査事務所

~清水一正照、
氏家四郎

、

1 はし が き

昭和31年度に於ける水稲の低温障害には､障害型ど､遅延型の2型があっ

た。遅延型冷害は山間及海岸の低温地帯に現れたが、障害型はその被害面積

は非常に少磨かつﾌﾆ_けれど．も、県内全般に亘つだ｡ ~

~この障害型には、花粉母細胞減数分裂期ご開花期の2期に分けられ、前者
．

○

は、 ~8月3日以前に出穂しプニものが7月15日～19日の低温障害をうけ-、

後者は電極晩生種で8月下旬の低温に遭遇した何

花粉母細胞減数分裂期の低温障害趣、昭和16年に見られた外ば最近でば

余り発生していな・かつた’から、 こもでば特にこの障害について被害経過及状

況を述べておきたい。

』

2 被害当時の気象経過

~ この障害ば、早生種で保温読衷苗代の育苗によって早植し、特に生育を促

進させたものに限られた。

障害の時期は7月15日～19日までの5日間ど見られ、出穂期でば、 7

月~26日頃から8月3日頃までの間のものであった。

宮城農試で観測した､この低温期5日間の平均で､気温､地上30α"の草

間気温. ~地下5〃温度等を見る塵オ1表の如く、平均気温ご地上30c"z温度

は略同様な傾向を示し、 18℃内外で、地下5”温度は20℃内外に低下

した。然もその較差が非常に小さく1～2℃内外に過ぎない。更にこ郷を'自

記寒暖計の記録で示せば才韮図の通りである。~

－39－



才1表昭和31年度に於ける7月15～19日間の平均温度

ﾛ
ﾛ

~′
ざ9．51 2(】6．0 1 1遇a.。 1 AC

~この数日間は無風であったから、幼穂の温度はこれらより低下していﾌﾆﾋ

思われるが、北海道、青森に於ける障害当時の温度に比較すれば、甚だしい

低下念りではなかつｱﾆ。

過去に於いて7． 口1尻目以降、 7月下旬までに平均温度で18℃以下が5

日間連続しﾌこ年次を古川分錫の議繩"恒！写薦ってみ層.二・矛2表の如く殆んご

冷害年次に該当し7ニロ従来は生育gtageが遅延していﾌﾆから｡この破筈＆回

避していた漆、最近早期栽培の導入ど共にこの被害の発生頻度が大きくなる

g思弓が注意を要する点であるC 2

昭和:;’零録'》気温低~F状況を日別に見ると､~矛2図の通りであるが、気

温低下する壷数日間が逆に気浪H､ﾐ車かつた芯言うことば、穂の発育、花器の

分化を旺感にﾚｧﾆ芭思わ虚るから、障隼な多少助長したども見られようf，

更に気温低下~した7月15日～19~日の5日
7月15日～31日間に平

間の平均気温で地域的分布状況を見る富、 ~ さ 第2表均気温18｡0以下が3日以
上続いた年次 〔古ﾌll _)

オ3 ． 4， 5図の通りである．

障害漣地域的'二特徴が認められず殆んご

全般的塵発生しているから、 この程度の気

温の変化では地域的に回避出来鯨いものご

見られる『，
第2図 日別気温の変化<仙台）
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~~

7ﾉ]15日 7月16日
7月I7日、 ~

12 18 0 6 12 18 0 6 12 130 ~ 6 12 18
0，

6
3

〆
~
20

１

7月20日7周19日7月18日

の
変
化
（
仙
台
）
℃

一

31年度に於ける宮城県の出穂頻度分布を見るご、 8月14日前後が、 そ

のモードであつﾌﾆ。従って7月15日～19日の低温は幼穂形成期ルー於ける

低温障害を起しているのではないかと思われた歩、出穂斯後其の状況を観察

しﾌこ富ころでば、 l11間の低冷地帯を除いてば余り･目立なかつﾌﾆ｡

しかし、この低温の影響で主稗葉数1葉減少しﾌﾆ。その状況を見るご、穂

首に痕跡のあるもの、或感、止葉が退化して数糎の止葉が穂首'二接着してい

るものが多数見受けられた~･

止葉の減少は中、晩生種であるが、 この為出穂期は予想より早まり、早、

中、晩生種の出穂期差が短縮した‘, ~

ｒ
日
日
日
矛
靜
Ｉ

3 被害状~況

花粉母細胞減数分裂期に於ける被害状況を見るご、一穂の各穎花中で、上部
の強勢穎花と見られ'る部分に不稔穎花が多いのが特徴で雪被害が甚(-'<なる

程一穂の.うちの-F部の穎花'二被害を及ぼした。従って外観ば成熟期&ﾆ至って

－41－



才3図昭和31年7月15日~19日の平均気温
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七図 疵籾の発生状況
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(4
１

4 ~むすび

昭和31年度に於ける花紛母細胞減数分裂期の騒温~

障害は、最高、最低の平均気温の平均で18℃内外そ

の較差1.5℃内外で5日間の連続で発生した。

同様な例としても昭和1 6年に発生したと言われてい

るが、これを気象表で見ると8月11日～.13日3日一

間の低温である意との当時の温度は同様18;℃内外で、

出穂期が8月25日前後であった、農林1~6号福坊主

1号が該当した。したがって、低温連続3日間でも相

当発生するものと見なければならない。

この程度の被害では花粉の磯能障害で子房の障害は

なかったのではないかと見られる。

更に疵籾が発生しているが、 この疵籾は同一穂の中

で玄米千粒重を見ると疵籾にならない稔実粒より重い、

然し無被害穂の千粒重に比較すると疵籾の千粒重は軽

いか~ら、~低温による穎花の縮少と見られる｡~~ ~

一

、

三

〆

－49－



3、昭和5ユ年の岩手県に於ける早稲種の不稔現象

盛岡測候所工藤敏雄~
岩手県…魚場大沼済

1緒 ＝
ロ

~昨年は末曽有の豊作となったが､~最近数年間は不安定な気象状態を示して

居り一応代表的な低温年次として昭和29竿が上げられる。このような年

に一般に被害の大な．る地域は、本県では県北部の沿岸、北上III地、或は県中

部の11I麓III間地籍で、~一概には決められない力古平廻部の場合は常にこれらの

地方に此鮫すると自然条件に於て恵まれている関係もあって比較的安定した

稲作が行はれていたことは適去の資料によって判るところである｡ ~

本年のこの不捻現象は県中部以北のIII間、 lll麓の地方に於ても勿論認めら

れているが､どちらかと言へば普通あまり気象条件の悪くない県中部以南の

平鍾地に於てしかも従来の主“王遅延型冷篝需次には相対的に安全な筈
の比較的早く出穂した稲に結果的に多い。そして普通は最も稔りのよい穂の

上部や這穂の枝の先の部分の籾が不稔ごなり､逆に普通あまり稔りのよくない

部分が充実した籾となっていると言う現象が明瞭にみられたのである。

このような現象は結果からみると、早生種及び稲作の安全化を遡ると言う･
点で出穂を早める手段をとられた場合に多く認められている。どうして、こ

のような被害が現はれたかと言うことを検討する前に本年の気象状態の特長

ということを中心に県下の概況を説明したい。

2盛岡：~宮古の平均気温偏差と盛岡の半旬資料，

今の才1図により盛岡も宮古の日別平均気温偏差と半旬)jilの降水比率より

日照は後述各その特長を説明すると､~ 4月には上旬にシペリヤ北部に現はれ

た非常に強い寒気の影響をうけて低目となり、この寒気が上旬一杯の天気を

友配したが中旬に入ると気圧配置が南高北低になることが多くなり、特に

14日から1 6日頃にかけて満州北部に現はれた強い低気圧ご相俟って非常

に暖くなり 県南の各地より桜の開花がみられた。併し下旬初め南高北低気

味で高温となっていたが、父寒気が入るようになり、特に28日には樋い寒
－50－
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第1図 ~昭和3 1年4月から9月迄の日別平均気温偏差と降水量〔農事季節）
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下旬に入るや梅雨前線が北海道附近まで北上したが、父〔:22日には）噸下

し始め、 22日から23日にかけて県下全般に雷雨があり24日かち25

にかけて寒気が南下して・最低気温が、 140C(1a7｡C)迄下り、平年よ‐
~
,畠

一 ~ 、

り5．Cも低いという現象を示じた。

~併しその後前線は次才に北上して本格的な夏型となり28日以降は暑:さが
厳しくなった。~

’総じて7月は低温募照で、特に沿岸地方ではこの傾向が強かったが､~ これ~

は北太平洋高気圧が東偏していて、本邦えの張出しが正常でなく爾目.弱かっ

たことによるも、で下旬になってようやく本邦南部に上層高気圧が現はれ、 ~

本県でもこの影響を受けるようになって来た。なほ三陸沖の水温は5月頃迄

は全般に高温であつ~だが､北緯39耐近は6月から強い低温域とな:って蕊 ．7

骨fま金華+↓↓抑以北Ik全般に異常に低温になり、親潮と黒潮との潮目は7月下 ~

旬にN37洲近を甫胸から北東に走る位置にあるが譜これは例年に'比べ-て著

しく南傭している湫態である。 。 ｛
8月： 7月末から牟邦に張出した太平洋高気圧は、本月に人っても制日頃

迄存続し、÷方言風矛6号も沖縄南方を通って華中にぬけたので天気も割合

安定し、気糊も潤高目となってﾚ,る｡併し4日頃から満洲東部にあった低気
~ ｡！

=. ． 、 、

圧が南東進‘、梢顕著な寒気を伴ったのでこの頃より気温は低目となり急中
~

、 ・鐸.苫一旬の前半前線附近で割合雲の多い犬気でも大きく崩れず気温は梢I笥甘と-､

なった他感、中旬は台風9号の後【剛の寒気の侵入､~ ド旬ではオホーツク海の

寒冷な高気圧が根強く、北E本に張出したことにより低温が持続した｡

以上のことから月を浦じて気温は低目、台風等の影響も少なかったので降

水量も少く諺日照も平年の87~％と農業には香しからぬ状態であった｡特に

本月の目祓った現象としては低温の持続したことで、これが下旬に於て約1

週間位日.平均気温で平年より5～6．C低くなった日があり蓮一時的にも早冷．

の域を深くした。従って8月中の高温の日は約10日間のみで、8分の2砥

目を示していることが注目されるc

9月： 8月に'ひきかえ9月にはす.ぐにもち直しL9月の気温は月の前半は､

梢高目に後半は膳平年並に経過して父日照は上旬が幾分少目だった外は平

年より多く月全体で梢多かつた。反対に雨量は咋常にﾉ歩く、特に上旬は平年

’
1

』

’
’

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

－54－



の6％という状態で雨らしい雨の降ったのは

（1） 本州南岸を北東進した鑑気圧によりi7日から18日にかけてのもの
(2)~

20日に主として県南地方に南海慨によったもの

（3）26日に寒冷前線の通過によりi挙ったもの ‐

（4） 27日に台風17号によるもの

の4回であるが、いづれも日量10Ⅱ皿前後で20mmには達しなかった。その

窪饗‘震職駕 電剛麓
~

3 ．県下の日照

以上気温降水量の概略であるが、気温と共に稲の生育上それを大‘きく支配

するものに日照が考えられることは現在迄の各挿調査研究によって明らかに

されて居る。従って、本年のこの不稔現象についても日照の変化状態を県下

数ケ所の沓料により考察してみよう。

才2図 日照時数の半旬別平年比率( 6月～8月）
~

％ 〔県下各分場"緯度観測所の資科による）
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~

半旬別の比率変化で軽各地とも平年より多照を示した期間は極めて少〈、ョわ

、ずかに7月下旬後半が目立つのみで軽_其他6月末： 7月半ばに多照の時期が

あっても略平年並位で~その他は殆ど平年より募照となって居る。なかでも

7月中旬後半が各地共平年の10％前後で重これに次いで7月上旬前半が少

ないことが各地共同様の傾|向]のようである。従って砥温が一時的には相当岻
〆

目となったことも事実乍らこの寡照も直接間接に不捻現象をより助長した一

因とみることが出来ると考える。
.

○

~
4 早生稲（ ‘鴎坂5号）の出穂期について ~

､

今県下全般の早生稲の出穂

の概況をみる為、等日線を

|園いてた。出穂期の観測し

なかった場合の算出方法は

出穂初めから穂揃い迄の期

'司の苑あとをとって出穂期

を推定した。~即ち8月10

日に出穂初めとして、 8月

17日が偲揃いとすれば、

出憾鋼は8月15日となる

如きである。凶によれば8

月10個の線は胸部lll沿い

より北上[II地を総て包含し、

盛岡を津心とした地域と、

柁巻以南一関迄を千厩、大

原を入れた地域が8月5日~

線となりもなかでも一関千~

厩附近は県下でも最も早く~

8月1日線に包含される｡

従って県~Fで最も早い地方

は北上平過地となり、沿岸

第3図早生種〔藤坂5号）の出穂期等日線）

謬美
0

。）l僧

〔〕MマP

弥謡

I

鰯6~nFMi7;Ⅷ国

｡
？

■

県下各農業改良普及事務所

各分場並に品種比較試験圃

等の資料による。

〔註）

Fノー○○ー



北部、北上III地北部が8月中旬後半に出穂していることが判る。
‐

§郷てあとで再び述べる事項であるが、 この8月5日線に含まれ-る地域に不

稔現象が多くみられることである~o

4~ ：~不稔粧の構成~

オ4図 低温による障害型不稔の一例

~ ~ ~
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一処理を行っても低温に遭う前の生育の健否陣よって差を見ることが出来る

し､これを平面的にみることによってその差を生じた原因も理解出来ると思禿

~109県南（一関～水沢）地方の~ ~

早稲不稔障害の事例
~、

先づ一関市外赤荻字lll根部落に於ては早稲の品権による差を認めることが
、

．

・ 出来る。即ち ~

此処では偶々膝坂5号と同樫度か梢早熟の「犬繊1号」 〔地方品種特性不

明）なる品種が栽培されていたが、同一耕作者の膝坂5号に比し障害型不稔

の程度は梢に大きく･、特に|司地方の早稲不稔は艤坂5号に限るものでないこ

とが観察される。 ~

尚出穂時期は I~Z犬越1号」の場合7月23日走り穂が貝られ8月3～4日

頃に穂揃期となったもので、藤坂5号は之1こ比し1ｼ､－2日程鴬遅れたもの蚕

ある。

、父此の場合の被害を助長した要因として二つ考えられるその才1の点は所
~
請「土尉干」を行っており、その時期は7月12日から15日まで冒あり、 、

矢張り、同地方としては最も艇温となった日には触れていないがその前後の~

I産温条件であった時に落水されている点で此の冷害を助長したことは｡容易に

想像し得る処である。
~

‘
~才二の点はNの多肥である｡

即ち堆肥を含まずN1こして4R460匁（石灰チッソ6×尿素6×菜種粕

3賞）であり之に対し蕊Eは2賞270匁Kは3賞260匁でr、Kに対し

相対的にN量の過大である点にも稲体を軟弱ならしめ被害を大なる方向へ進
j

めたことが推定される。
一 ~ ， ~

尚耕作者卑観察によると「大越’号」については被害のあったと忠はれる

穂の上部は出穂後開柁をしなかったので奇異の威を抱いていたとのことである。

次に一関市外厳美字{ll谷部落に於ける水稲原種決定現地試験における品棒間

差異であるが、観察によるとも ~

藤坂5号（最多〕ムツヒ‘カリ〔多〕ヤマテドリ（冬）等の所請早稲に被害多

く~、陸羽し32号チョウヵイ、ハツニジキ、等の中稲は軽微で蓮農林41号．
0 、

－62－‐
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の如き精晩稲に中稲より若干多く認められた。 “

父糯品穂と糧品種では同一縄度の熟期の品種間では糯品縄が精被鶚の少ぃ

煩Ihlのある；ことが認られた。
‐ ~

尚此の原種沢定現地試験の場合は特に低温下に深水として意識して入水は

していないが、落水はしておらないので、持に気温の低下の影響が或る程度

品種に及ぼした程度が推定される如くである。

才三の事例は水沢市外真城字迎野部落の場合であるが此の事例も同様に低
~
~温下に落水したことが障害型不捻を助長したものふようである~b~即ち準耕土

4寸以上､地下水低く平年でも4石程度の生産力を持つ地力の高い園場に礎

坂5号を作付した場合であるが、同耕作者は催温釿裏苗代によって4月16

日播種し同地方としては比鮫的早い5月25日に挿挟を終ったものである。

而して7月15日より25Hに至る間3日間落水し1､H-水を通す鐸燧の土
用千を行ったのであるが1隅々当時は侭温であり、加えて7月11日排水除草一

.剤を撒布す畠為前後3日にわたって落ﾌkを続けた。 ~

‐此の場合の出穂時期は~7~月30日に走憩を見8‘月7～8日頃に穗揃となつ
､ ､

たｶｺち出穂期は8月.5～6白頃と推定される。

、

､

〆=~母一且､
第

9~
図 ~ －
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更に同市字土手部落に於ては矢振り膝坂5号に対し24-Dを使州するた
．：

め7貝12日落水し軍 7月14日撒布したのであるが討当時霧雨状態であっ

た皇め入水を意識的に延期し7月20日まで約,週間落水を図つた場合があ

一つたが、此の場合も耕種法の不備ではある力自結果的に被害を助長しているも

のと推定される。参考迄に区内観則所資料による一関市の最高最低気温の平

年差を才9図に示す。

~結び
′ ~~

~

以上本年の気象概要から不稔現象に就いての概略を説明したが這若干の考

察を加えてみます。ま寺オーにこの種の障害型不稔が将来に於て父起り得る

かに就いては、 これ迄の凡の記録から考えて遅延型のいわゆる冷害に比べて

は決して多くないとしてもも'現在安全多収の土台として早植栽培が一部雲行

に移されつ臭ある点からみて、:近い将来に品穂､~琲穂体系を或る程歴なほざ

りにして只早植の程腱だけが積極化するような場合には過去の気象状態や父

7月気温の変動の点を考えると極めて危険な方法と言わねばならない
○

~~
即ち本県のこれまでの冷害の多くは、主に7月の低温寡照によるもので単

に磯械的な早植はむしろ減収の方lhlに進めるものでないかと考える。

なは今年の現象は結果からみて、単植或は遅延型冷害,に安全性の高い早生

掩に多いのであるが、 この程度の範囲と条件での被害を生ず.る偶然さは低く、

今後共早植や早生種が稲作の安全化を凶る為の一条件であることに変りはない。

た宮体系を整えた早植栽培の理想としては品穂や耕作法を考えて本県と

しては8月10~日～15･日頃に出穂の目標をおくことが適当と思はれる｡~

このような現象は歴史的にみ"て過去にも昭和9年～16年に見られるが壱

これらの年は遅延製冷害となっているけれどもむしろ県北地方や,li間地方で

_は不稔現象によった-ものでないかと忠はれる。

1956 ‐ 12 1，9
． ~

〆
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一

~ 饗東北地方における水稲の早植限界について
、

農林省~東北農美試験場
~ 了 ~

～~ 八柳三郎 ~~
〆

､
昨年東北地方の平担地でも早植され.た早生品樟の一部に不稔現象が見られ、

工藤氏からその原因について詳細な報告があり、東北地方における水稲の学

植については反省すべき余地があると述べられた。この点については,われわ

れも早生品橦の異常な早植には管成していないし、弩告を与えている。
~

また論早植の限界についても既往の実験結果から一応の目安を樹て美にし

ている｡:よって東北魂方1号おける水稲の早植限界について述べようざ
~ ”

~ 稲,>低温による不稔現象については、寺尾。近藤｡福家。施崎及びそ鐙池
の諾氏によって既に明らかにされている。したがってITI植の限界については

低温に、よる-不棯粒の発生の多い時期〔幼穂形成期と花粉母細胞分裂期)と説
震(≦,7.C)とを者寓しているざ~ =~

/
, ミ ー: . :- : :L . ) 4 ｡

オ1．図は竜~東北甑方における気象宮署の観測結果について日別最抵気温1
"C以下( 17･Cを含む）となる頻度を7月について図示したものである。

F ，

同図から低温の現われることが少なく蓮気温が比較的安定する時期を求め

ると、青森7月27日、水沢7月23日、宮城7月20日、秋出、 i iJ"7月

.18H、福島7月17H以嘩であるご
~

、 ~ ~ 、
．

〈

： したがって､迩塁陸豈に弱い幼穏形成期が|司時期以'拳であれば、その地方

.では障害型冷害をうけることが少ない時期であると兇徹じてよい。

一方、稲の母菫の出葉は生育過程を最もよく表わすもので、最終の葉まで

の数が品癩によってほぼ皇一定している・ （もち論、栽培法や気象条件によつ

~て~1葉位の差がある） またこの葉の数え方には母菫の最初節から出る葉身

のない鞘葉と呼ばれる葉から数える場合と、次の汁2節からの完全葉（葉身

と葉鞘とある普演の稲葉）を才1葉として数える場合と2通りあるカヌ、才2．

節から数える方がわかり易くまた便宜である。 （農試では後者によって主桿
≦葉数15葉の品種【東北地方の中生品種〕では12～13葉ｶﾒ幼穂形成期で～

5～6葉期が~移植期である。したがっても移

は葉数で'7葉期間となる訳である｡この期間

吾j用の梶

且ｲ麦典〃縄ｿ杉j7E具jl蚕~【季.α＞4七.芦_と1月『評

－6．5－
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が涜着期と分けつ期で、気温の高低によって期間に筆の名る時期である。

次に、稲苗の減着の遅延は苗の良否（篭。質）や気温の如何によるが－従

来の実験によれば、稲苗の発根に対する限界温度は13｡Cであると言われて

いる。

また、瀧着期の気温と分けつまで日数との関係は、昭和28． 29年腱の

東北地区における気象戚応試験の結果から、その相関が極めて高く Lr=-

Q751 )、平均気温16･Uが限界気温であり、且父高温でも最少1 0日を

要することが瑚られた。 （才2凶参照）
~

才3図は、稲苗移植後の日別気淵と分けつとの関係を示したものであるが、

移植後気温の高い場合の盛岡の例では、 ､昭和28年が13日、脚30年が1

4H、悔植愛妊温時の同29年度における縢坂の例が29日で、上記の関係

が明らかであろう。
~

以上が気温と概苗の沽着及び分けつとの関係であるが、次に祭けつ期にお
､.L

ける出葉期間と気温との関係は、稲苗の沽着の場合よりも気混の影響をうけ

ることが:上絞的少なく、 1葉当りの出葉日数は平均6日位である。もち論、

幼穂形"r期前後の生育時酬では気温、 日照等の環境条件の影響が犬きくなる

が、 ｜司腱期の出葉を含めて平均7日と見ればよい。

以上のようにして活着期の平年気温や分けつ期の平年気瀧から移植後幼穂

形成瑚弓での親間が推定される。例えば、移植後の気温が16｡(J以上で、そ

の後も引虎き16｡(-j以上の気温で経過するような場合では毒拶櫨後幼偲形成

期までの黙間は、沽着期間の最少日数10日と分けつ期の出葉期間49日這
計59日目で、移植期は幼移形成期から逆算すれば、大凡推定される｡~

例えば､~ さきに述べた岩手県における稲の障害型冷害に対する安全限界は~

7月23日であるbしたがって、移植から幼穂形成期までの期間を上記の5

9日~と見れば移植期は5月25日となり、 5月25日頃が水苗を蝋いた場合

の早植の限界となる。 ~
~
なお、 5月25日頃の移植は従栞の水苗を用いた場合の岩手県における早

植の時期で､~上記の逆算による移植期とほぼ一致する。

以上の関係はﾌk苗についての場合であるが、稲苗の発根の如何、あるいは

活着後の生育などが育苗法忌~ あるいは品種の草梨その他の特性によって多少

－66~一



あるので、これらの点が判明すれば諺それぞれ早植の限界が推定される｡

~才3図、 :鱗直後の日MI気温二分けつの闘系(|"l3132号）
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才1図の2，東北地方における7月日別最岻気温出現率（17｡(）及びそれ以下の場合17｡C≧f)(2) :



ぷ沼和sユ年度の気象と稲作 （抄）
青森測~

、候~所

青森県気象対策連絡会

『

目 吹

、

稲作期間の気象概況
寺

稲作各期の気象

類似年昭和28年との比絞検討

気象上から見竺当雫稲作の特徴

L

ａ
~
＆

「

4

§~L稲作期間の気象概況’ ~

卒（31 ）隼は3月以来順調な気象涯過を辿り、播種期から移植までの約
45日間は近年にその例を見ない好調で、 5月平均気温は平年上り2， 0°C

‘高く、明治32年以来の記録を作り、降水は5月6日から月末まで1回のみ

で、‐5月の月総重は例年の半にも達しない2＆6粍で極篤に少く遥連日南ﾛ噌

風（高温乾燥）が吹きつぎき水不足に拍車をかけた。

苗の発育は頗る良く、寧ろ､伸び過ぎの傾inlがあり、侈値も一般に平年よ

り早く始まり壷移殖の早かったところでは這その後の高温と相俟って遥播着
良く、急激な発育振りを示したが、水不足や特殊事情のため侈植必おくれた

ノ

所も相当あり、 、この移寵の早晩はその後の天候推侈と相俟ち発育上大きな閑
きを生じ､作柄にも影響した。

その後6月中旬を転換期とし7月27日までの約40日間不順な天候がつ
質き､~特に7月1 5日から26日に亘る著しい妖温α>ため、稲の幼穂形成期
に障害を受けた。

その後8月7日まで旬:日余にわたり高温となり､~ この為促進していた稲に

は、減数分裂期となり蓮涯延していた稲は幼穂形成期ともなって稲作上有効
であったが、長続きせず、その後3月耒日までの2旬余りは父々極麓の低温

となり、:特に下旬は平年以下4零0°C鐸度で蕊日平均気温は18eC内外とな
り稲作の遅れがしだいに目出ち、 ~特に遅延した南部地方の稲は、 この下旬の

低温期に出穂開佗期となっている。 ≦ ． ' ・

／r'

4

~

－70－



9月に入り張候漸く鱈復し、特に上旬後半から中旬前半の高温好天となり、こ

このため稲熱病が急激に発生した。

10月に入って気温は平年よりQ9｡C高く､ 日照は平年並雨天少なく､登"

熟後半から収穫期は近年にない好天で、それだけ稲熱病の蔓延も甚しく麺特
~

に南部地方で著しかった｡

§2． 稲作各期の気象

1 苗代鏑の気象 〔4月20日～5月25日）

~ ~
明治19（ 1886〕、、 32《 1899〕雫以来の高温で､ ~苗の発育良く油紙

折衷苗は伸び澱ぎの傾向があり着一方雨が,少く、連日の南西乾風で灌概水が

極鹿に不足し代掻に支障を生じた処があった。
』

〔､5月26日～6月5日）移橦期の気象2

~

苗の発育頗るよく近年稀な高温と晴表のため植ｲ､l･早くで特に南部の内陸地

'方は5～7日単まったが震灌溌水不足の処は移植がおくれた。

〔6月6日～7月3－1日）移植後出穂開花直前までテ

ロ

8iヨ2ハー51－7芯g81Zう().(】

－71．－

昨年 本年 平年 ﾐ厩月七 昨年 本年 平年 平年比 昨年 本年 _平年 亙騨昌尤

青森 9．7 12．1 105 +1.5 222．0 274．5 2．4ヲ｡2 ＋29．3 180．5 36．F 84－3 －47－8

＝た， 9.6 13．3 11.2 ＋2.1 L85．4 267．2 237．7 ＋29．5 17ヲ.2 36．0 107．5 -7L5

深浦 11.1 12．7 11.6 +1．1 200.4 242-3 226，6 ＋1597 187－5 98．8 119.S －21_？

田名部 9.1 1 1．8 1().6 +1．2 233．7 306．4 2う1．6 ＋54．8 203．2 81.0 112．8 -31.8

蚤送分
島

連名､、、、
~ ~

~
~
~
~

昨年

青森'13，1

気 温

本年 平年 平年比

'6.21'49I+L3

日 照

昨年 本年 平年 窄嘱比

号62.9 r匙9 77.O 一4．1

八戸 12．8 16t8 13．1 ＋3.7 70．8 82．1 67．6 ＋14．5 47．9 30．？ 38－7 －7．7

深浦 13．1 16．6 14．7 +1.9 〔J2．1 74．4 63－4 +1LO 9う｡4 79．7 37ﾏ0 +427

田名部 1.2.4 1叉8 134 ＋2.4 71.0 9ヲ.7 7式9 +21.8 47－8 7り.2 31.7 +4.Z.5

気 偏

ll'鐸 本年 平年 平年比

日 照

昨年 本隼 平年．
平年比

降 水量

昨年 本年 平年 稗4t

青森 21｡6 1.8.0 19.う 竜1．5 3，95p 269-2 3．4灸8 -Z6" 240．6 154厘6 19240 と37．4
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で日照も少なく 、この期間出穂開絶期と
寺

なった南部地方は州当広範
~

~

哩

一
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旬

両日おくれ早稲、 ]10

ﾖ作の

副』童:日忍

ｑ

ハ

Ｕ

」

グ

、

ろ地域では、何れも3~～1
輿

〕

グ

矛一段階をなしている ｡
‐ ‐

~
心

~

~

5 1‘
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■ グー
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田名部 20.ヨ 16．4 180 -lA6 4う7さ2 2'9.3129'.5
"

－72．2 218－6

気 温

昨年 本年 平年 平年比

日 ~ ~ 照

昨年 本年,平年
I

雫晨比

降 水 量

昨年i本年，平年，平準比
］

青森 24．0 22．5 23.2 －0．7 144．2 71.7 103．6 -31,9 7.1 39．0 う3，7． －“ざ7

八 戸 22．9 21.7 22．8 -L1 95．3 77d2 10()ご8 －23．6 7"9 43．1 47．1 －4－0

深浦 24．2 23，4 24．4 -1．0 125．8 890 107．8 －1．8，4 3．4 127．4 37．7 十89．7

田名部 22．5
~
21．3

~~ ~

22．6 =1.3 97．6 -88．2 90．5 －263 12－0 9う.4 67.3 ＋28．1
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順のため稲作は遅延し、例年登熟初期になるものが、出穂開花期に

。9月に入って天候は急に恢復し特に9月上旬後半から中旬前半の

延していた稲作に好影響を与えたが、稲熱病が急激に蔓延し防除の

ったのが不作の才2段階である。

収穫期の気象 （ 10月）

稲作の遅れた南部沿岸地方など例年は-収穫期に入るのが本年は漸く登熟期

に相当したが好天に恵まれ、上旬は平竿より2°Cも高く月平均で0､~9｡Cの

高温で日照も平年並に経過した。

§a類似年，昭和28年との比較

昭和28年は収穫間際まで凶作を案じられた竿であったが、実際の気象経

過はそれ操ひどいものでなく一部には9月下旬以後の好天による稲作の回復

によると言は~れるが過去の凶作年と比較しても遙かに軽いもので実収で県平

均の反当収量指数91、指数100以下の地域は東部と南部三郡で最低位の

下北郡では指数45であてた｡ ~

この表から気温で易‘910月は昭和28年を上廻り、特に5月の高温は

稀有のものであったが、稲作にと~って最重要期と言はれる78月は昭和28

－7ズーー
ノリ

気 温

昨年 本年一 平年 平年j土

日 一照

昨年 本年 平年 ヱ蝉尤

降 水 量

昨年 本年 平年 1侭三比

青~森 13．1 12．9 12.0 ＋0.9 118．9 157.O 161．2 －4．2 192．9 79．6 116．5 ＝､36．9

八 戸 13.1 13．2 12．0 十1.2 113‘7 -14式2 16665 -21．3 2634 644 102･0 －37－6

深浦 1.3.7 14．7 13．3 +1.4 124．4 166．4 1ヨツ.2 十27．2 251.8 124.1 156．7 －32．6

田名部 13.0 12．8 1【｡6 +LZ 149．4 155.5 167．2 -1H.7 313b9 9L2 113．2 －22．0

気 温

昭31 昭28 平年

日 ~ 照

昭31 昭28 平年

降 水~ 量
'

昭31 昭28 平年

5月 13．8 1 1．9 1L8 23乱2 Z04．0 212．9 28．6 80．8 71.7

6月 16 3 1う 4 1-6.3 162.5 209．7 200.0 14式4 48．5 81 0

7月 19 6 20 8 20．8 139．7 154．9‐ 180．6 52．7 11鼠1 129 1

8月 20 7 Z･1 6 22．9 1－66．3 217-0 212●4 61．0 80．3 1 ~1う 6

､9月 1~ 8 3 17 8 18．4 1‘67.う I~ ．74．9 16．7－5 畠69．7 112b2 146 1 ，

10月 12°9 12．3 12．0 157.0 208.7 161.2 7.9.6 102｡1 1 16．5
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いことである。

． 〔調柳谷氏砂執筆になるもの

文責は佐縢にあります。
“〉 ~

Ⅳ学会記事 ~

L支部会則（昭和31年~5月23を、佐藤が抄記しましたから

“ 一

日決定）

磯関誌「東北の農簔気象」堀1発刊〔昭和31年6月26日） ~

昭和31¥12月19日〔水)10～17jf_盛岡市上田岩手大学農学

部オ2会議室にて酒昭和3’年度日本農業気象学会東北支部総会並に研、

究発表会が開催され心研究発表5~、東北大学、農研所長坂本正幸氏′岩

大農学部教授永井政炊両氏の特別講演の後で擬昭和3’年早生種の

不稔現象について癖のシンポジュームがあった。
~

総会出席者、支部長顧問役員その他一般会員並に来賓 68名｡

講演題目別項のとおり、

総会決定事項

(1) 人事

a本部評議員を次のとおり決定~

内海徳太郎
~

小宮書之助

b支部長昭和32年3月まで~加縢愛雄氏

〃 4月より菊地武,皀夫氏
~

、加藤愛雄支部長、地球観測年の関係により辞イモ申出、菊地武直夫氏を

満場一致推選、今回の研究発表その他を才2号として刊行の上引継の予

定。

c各県に幹事をおくこと。

III形県種 III形県庁企画審議室調整主幹藤井俊雄氏を推選も秋田県は

追って詮衡する 。 ~

(2)
会費年額50円を100円に改訂｡~ ‐ ~

(3)
総会の期日を農試側の業務関係で’月中下旬頃とする。~ ~

☆おことわり☆~ 会則並に会員名簿を載せる筈でしたが蕊研究発表、

シンポジューム等のため割愛しました。

－75‐一

２

３

~~

ー



謄篤灘慰め識進１
１
‐
Ⅲ
Ｉ

’

｜

’

｜

’

I

種

~

~

~

写

各

一

刷印
I

~
~
~

~

代膳 時ｌ
Ｊ
１
１
８
４
４
Ｔ
Ｉ
ｊ
９
Ｉ
Ｉ
９

仙台市原町本通1～22

~仙台一(2) 6781電話

尚

＝

－－－



蕊

謹謹雲璽璽~蕊蕊謹

番全般

f腓手_『竪画_口P

X鬼収p

字--具一 ●イブ

誤

〆

》
岳
、

朋星

Fff挫自



~~
~ ~~ ~

『

I

一
壱

1

’

’

’
ト

’

~

~

~

~

~

~

I

勇替口凹

ァ戸I全日索

U垂 囮

壼一L－乗..



鶴

篭蕊鑿蕊譲

鐘熱
い

題

'零雛
鐵



~
~

由蒔言

罪

ヨ

バ

表

合

袈
鍛
岬

、


	目次
	Ⅰ　特別講演
	1．植物病害発生に及ぼす環境因子の影響について
	2．東北地方の農業気候学区分

	Ⅱ　研究発表
	1．岩手県における農業気象研究の回顧と展望
	2．宮城県冷水地帯における水温と水稲の生育についてー昭和30年度宮城村の場合ー
	3．水温と水稲の蒸発散量および水中溶存酸素の消耗について（予報）
	4．晩霜時における温度分布の予報（第2報）
	5．農業と気象・・・山形県稲収量の推移・・・ー反当収量の歴史的趨勢ー

	Ⅲ　シンポジューム
	1．早生種の不稔現象と本（昭和31）年7月、8月の気象について
	2．宮城県に発生した障害型低温障害
	3．昭和31年の岩手県における早稲種の不稔現象
	4．東北地方における水稲の早植限界について
	5．昭和31年度の気象と稲作（抄）

	Ⅳ　学会記事




